
Ⅱ．海外経済
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５月

　世界の景気は、全体として回復している。
　先行きについては、回復が続くと見込まれる。ただし、欧米の景
気が下振れするリスクがある。また、原油価格の高騰をはじめとす
る一次産品価格の上昇を背景に、急速に景気が冷え込むリスクに留
意する必要がある。

６月

　世界の景気は、全体として回復が緩やかになっている。
　先行きについては、緩やかな回復が続くと見込まれる。ただし、
欧米及びアジアの景気が下振れするリスクがある。

　アメリカでは、景気回復が緩やかになっている。
　先行きについては、緩やかな回復が続くと見込まれる。ただし、
失業率の高止まりや住宅価格の下落等により、景気が下振れするリ
スクがある。

　その他アジア地域では、総じて景気は回復しているが、このとこ
ろ弱い動きもみられる。
　先行きについては、回復傾向が続くと見込まれる。ただし、欧米
向け輸出の動向や物価上昇によるリスクに留意する必要がある。

　その他アジア地域では、総じて景気は回復している。
　先行きについては、回復傾向が続くと見込まれる。ただし、欧米
向け輸出の動向や物価上昇によるリスクに留意する必要がある。

 中国では、景気は内需を中心に拡大している。
 先行きについては、拡大傾向が続くと見込まれる。ただし、不動
産価格や物価の動向に留意する必要がある。

　アメリカでは、失業率が高水準であるものの、景気は回復してい
る。
　先行きについては、回復が続くと見込まれる。ただし、信用収縮
や高い失業率が継続すること等により、景気が下振れするリスクが
ある。

（変更なし）

世界経済

ヨーロッパ地域

アメリカ

　インドでは、景気は内需を中心に拡大している。
　先行きについては、引き続き内需が堅調に推移するとみられるこ
とから、拡大傾向が続くと見込まれる。ただし、物価上昇によるリ
スクには留意する必要がある。

　インドでは、景気は内需を中心に拡大しているが、拡大テンポが
やや緩やかになっている。
　先行きについては、引き続き内需が堅調に推移するとみられるこ
とから、拡大傾向が続くと見込まれる。ただし、物価上昇によるリ
スクには留意する必要がある。

　ヨーロッパ地域では、景気は総じて持ち直しているものの、国ご
とのばらつきが大きい。ドイツでは回復、フランスでは緩やかに回
復している。英国では足踏み状態にあるが、一部に弱い動きがみら
れる。
　ヨーロッパ地域の先行きについては、基調としては緩やかに持ち
直していくと見込まれる。ただし、各国の財政緊縮による影響に留
意する必要があるほか、一部の国々における財政の先行き不安を背
景に金融システムに対する懸念があること、高い失業率が継続する
こと等により、景気が低迷するリスクがある。

　ヨーロッパ地域では、景気は総じて持ち直しているものの、国ご
とのばらつきが大きい。ドイツでは回復、フランスでは緩やかに回
復している。英国では足踏み状態にある。
　ヨーロッパ地域の先行きについては、基調としては緩やかに持ち
直していくと見込まれる。ただし、各国の財政緊縮による影響に留
意する必要があるほか、一部の国々における財政の先行き不安を背
景に金融システムに対する懸念があること、高い失業率が継続する
こと等により、景気が低迷するリスクがある。
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